
次期障害者総合支援計画の体系案について 

基本方針  誰もが権利の主体として、 

安心して地域で生活できる社会の実現をめざして 

基本目標１ 障害者の権利の擁護の推進  

＜基本施策＞ 

①障害者の権利擁護に関する周知啓発及び理解と交流の促進 

②障害者への差別及び虐待の禁止 

③成年後見制度等の利用の支援 

基本目標２ 質の高い地域生活の実現  

＜基本施策＞ 

①障害者の自立の助長及びその家族の負担の軽減のための総合的な支援 

②障害者の居住場所の確保 

③相談支援体制の充実 

④人材の育成、活動の支援 

⑤地域自立支援協議会等を中心としたネットワーク 

基本目標３ 自立と社会参加の仕組みづくり  

＜基本施策＞ 

①意思疎通等が困難な障害者に対する施策 

②障害者の就労支援 

③バリアフリー空間の整備 

④外出や移動の支援 

⑤文化・スポーツ活動の促進 

基本目標４ 生涯にわたる発達の支援  

 ＜基本施策＞ 

①障害者への保育等の実施 

②障害者に対する包括的な教育の実施 

重点プログラム  

１ 障害者権利擁護システムの構築 

２ 相談支援システムの強化 

３ 生涯にわたる切れ目のない支援 

４ 災害時の対策 

基本方針  誰もが権利の主体として、 

安心して地域で生活できる社会の実現をめざして 

基本目標１ 障害者の権利の擁護の推進  

 ＜基本施策＞ 

①障害者の権利擁護に関する周知啓発及び理解と交流の促進 

②障害者への差別及び虐待の禁止 

③成年後見制度等の利用の支援 

基本目標２ 質の高い地域生活の実現  

 ＜基本施策＞ 

①ライフステージを通じた切れ目のない支援（再構成） 

②障害者の自立の助長及びその家族の負担の軽減のための総合的な支援 

③障害者の居住場所の確保 

④相談支援体制の充実（再構成） 

  ⑤人材の育成、活動の支援 

基本目標３ 自立と社会参加の仕組みづくり  

＜基本施策＞ 

①意思疎通等が困難な障害者に対する施策 

②障害者の就労支援 

③バリアフリー空間の整備 

④外出や移動の支援 

⑤文化・スポーツ活動の促進 

基本目標４ 障害者の安心・安全（新）  

＜基本施策＞ 

①防災対策の推進（新） 

②緊急時の対策（新） 

【基本方針】

ノーマライゼーション条例の前文・目

的より設定。ノーマライゼーション条例

の理念に基づき掲げる方針として継承

【基本目標１】

存置（現計画からの継続性を考慮）

【基本目標２】

現行計画の基本目標４「生涯にわたる

発達の支援」の基本施策は具体的な事業

内容が「子ども・青少年希望プラン」や

「特別支援教育推進計画」にそれぞれ位

置付けられていることから、基本施策の

一つとして基本目標２の①「ライフステ

ージを通じた切れ目のない支援」として

再構成

現行計画の基本施策⑤「地域自立支援

協議会を中心としたネットワーク」は、

関係機関相互のネットワークの構築につ

いて一定の成果を上げていることや相談

支援体制に関する取組の一つであるため

基本施策③「相談支援体制の充実」に統

合

【基本目標３】

存置（現計画からの継続性を考慮）

【基本目標４】

国の第３次障害者基本計画に「安心・

安全」の分野が新設されたことを踏まえ、

基本目標として「障害者の安心・安全」

を新設

≪現行計画（平成 24年度～平成 26年度）≫ ≪次期計画（平成 27年度～平成 29年度）≫ 

【重点プログラム】

重点プログラムの重要度や優先度、基本目標との関係性が不明瞭となっている

ため、次期計画では各基本施策の中に位置付けた事業の中から、特に重点的に取

組を進める事業を重点事業として選定
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